
☆ＫＯＢＥオフ

☆
全
国
の
真
珠
産
業
人
が

神
戸
で
顔
合
わ
せ

九
月
七
日
午
後
六
時
三
十
分

か
ら
生
田
神
社
会
館
で
「
第
一

回
日
本
真
珠
産
業
懇
親
会
」
が

日
本
真
珠
振
興
会
の
主
催
で
開

か
れ
た
。

会
は
神
戸
真
珠
親
睦
会
代
表

幹
事
中
村
友
一
御
影
貿
易
社
長

（
神
戸
）
の
開
会
宣
言
で
始
ま

り
、
日
本
真
珠
振
興
会
長
本
間

利
章
ミ
キ
モ
ト
社
長
（
東
京
）

の
挨
拶
、
日
本
真
珠
振
興
会
前

会
長
西
村
金
造
西
村
真
珠
社
長

（
九
州
）
、
全
国
真
珠
養
殖
連

合
会
長
森
正
男
伊
予
真
珠
社
長

（
神
戸
）
の
祈
辞
、
日
本
真
珠

小
売
店
協
会
長
横
瀬
寛
一
富
士

鶴謹鍍繍操醗：

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

懇親会に集った真珠産業人の面々

真
珠
社
長
毎
塁
泉
）
の
音
頭
で

乾
杯
、
祝
儀
、
獅
子
舞
と
続
い

た
と
こ
ろ
で
、
日
本
真
珠
輸
出

組
合
理
事
長
金
井
厚
帝
真
貿
易

社
長
（
神
戸
）
に
よ
っ
て
目
出

た
く
鏡
開
き
、
木
下
章
夫
木
下

真
珠
社
長
（
神
戸
）
ら
全
国
か

ら
集
っ
た
真
珠
産
業
人
二
百
人

に
よ
る
パ
ー
テ
ィ
が
始
っ
た
。

和
や
か
な
歓
談
が
続
い
た
あ
と

日
本
真
珠
輸
出
加
工
協
同
組
合

理
事
長
田
崎
俊
作
田
崎
真
珠
社

長
（
神
戸
）
の
閉
会
の
辞
に
よ

っ
て
終
了
し
た
が
、
取
引
き
上

だ
け
で
な
く
、
心
と
心
と
の
つ

な
が
り
で
地
域
を
こ
え
た
業
者

の
団
結
を
は
か
る
同
会
は
今
後

も
年
一
回
各
都
市
で
開
催
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

☆
後
期
商
業
市
民
大
学
開
講

神
戸
市
商
業
市
民
大
学
講
座

（
後
期
）
の
講
座
科
目
、
講
師

お
よ
び
日
程
が
決
っ
た
。
定
員

二
百
人
、
受
講
料
六
千
円
で
九

月
一
日
よ
り
受
付
け
て
い
る
。

問
合
せ
は
電
話
三
九
一
○
一

一
九

こ
の
創
立
三
十
周
年
を
記
念

し
て
直
木
会
長
の
随
想
集
『
三

楽
』
が
自
費
出
版
さ
れ
た
。
タ

イ
ト
ル
の
『
三
楽
』
は
孟
子
の

「
君
子
に
三
楽
あ
り
」
に
よ
っ

て
い
る
。
内
容
は
、
こ
の
五
年

間
に
直
木
氏
が
そ
の
と
き
ど
き

に
各
誌
に
投
稿
し
た
も
の
を
主

に
編
集
さ
れ
て
い
る
が
、
孫
の

香
保
里
ち
ゃ
ん
の
「
祖
父
と
祖

母
の
金
婚
式
」
な
ど
も
収
め
ら

れ
、
仲
々
興
味
深
い
内
容
と
な

っ
て
い
る
。
今
年
一
月
、
喜
寿

を
迎
え
た
直
木
氏
の
人
と
な
り

を
知
る
に
は
格
好
の
読
み
も
の

で
あ
る
。

八
日
程
Ｖ
午
後
１
時
抑
分
’
二
、
三
時
間

、
／
６
扇
谷
正
造
八
評
論
家
Ｖ

「
減
速
経
済
を
生
き
抜
く
に
は
」

、
／
過
川
上
米
男
八
会
社
社
長
Ｖ

「
私
の
諏
柔
槻
」

ｍ
／
加
糸
魚
川
直
祐
八
阪
大
助
教
授
Ｖ

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
」

ｍ
／
第
５
週太田

薫
八
合
化
労
述
委
員
長
Ｖ

「
低
成
長
下
の
労
使
関
係
」

皿
／
５
佐
橋
慶
八
会
社
社
長
Ｖ

「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
み
る
価

値
観
の
変
遷
」

ｕ
／
、
宮
城
音
弥
八
日
大
教
授
Ｖ

「
日
本
人
の
性
格
」

、
／
蝿
清
成
忠
男
八
法
大
教
授
Ｖ

「
経
営
に
お
け
る
知
識
と
知
恵
」

皿
／
坊
都
留
重
人
八
朝
日
新
聞
Ｖ

「
日
本
経
済
の
針
路
」

皿
／
釦
多
湖
卸
八
千
菜
大
学
教
授
Ｖ

「
創
造
性
の
開
発
」

螺
／
中
旬
西
堀
栄
三
郎
（
予
定
）

☆
神
港
倉
庫
の
直
木
会
長
が

随
想
集
を
出
版

神
港
倉
庫
株
式
会
社
（
本
社

ｌ
神
戸
市
生
田
区
）
は
十
月
十

一
日
、
創
立
三
十
周
年
を
迎
え

る
。
同
狂
は
五
月
の
株
主
総
会

で
新
陣
容
を
整
え
、
こ
れ
ま
で

三
十
一
年
間
社
長
を
務
め
た
直

木
太
一
郎
氏
が
会
長
に
就
任
、

イスレディ☆

も鶏

直木太一郎氏

中島千栄さん（2 2 歳）
ネッスル日本株式会社庶務部

Ｉこの春の入社。５，７階の受付とテレックスの’
1オペレーターを1週間毎に担当。やっと仕事に彼’
1れたというところだそうだ。大学のときは仲間と｜
;３人でパﾝドを結成。ｴﾚ ｷ べー ｽをやって､神｜
i戸まつりにも出演した。今はもっぱら聴く方だが’
1ボサノバとかキャロル･ｷﾝグがお気に入り。高｜
i校時代から洋裁を好きでやっていたが、可愛い二’
1ツトのお店をもつことが夢とか。（親和女子大卒)Ｉ

後
任
と
し
て
新
社
長
に
武
田
利

雄
氏
、
専
務
に
中
田
省
三
氏
が

そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。J鑑Ｉ １

４８
１
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4９

神戸っ子に愛されるエレガントな毛皮の数々

リララ
神戸・三宮センター街東入口スタイルパレスＳＦ
ＴＥＬＯ７８－３９１－４４５ワ

秋
何故かきれいな目

顕微鏡・天体望遠鏡・航海計器・光学器一般

服部メガネ店
神戸・大丸前ＴＥＬ３３１－ｌｌ２ｅ

Ｐ
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罰Ｎ
佐 本小児歯科

芦屋市大耕町１番1 8 号
国道芦屋川電停東5 0 米( 明治生命南）
宮芦屋（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4 代表

幼児歯科
、りこ1 ⑳勤至趣理理、理趣、趣趣趣、、理連理

小児歯科、
、
、
理
、
趣
、
趣
、
理
哩
、
、
理
理
④

理
理
理
、
趣
、
、
理
理
趣
、
、
、
理
趣
、 火曜日午前９時3 0 分

金曜日午後１時3 0 分
（木曜日は休診）

(初診日）

S A M O T O P E D I A T R I C D E N T I S T R Y

Ⅲ

母親教室

そごう前センター街東角・さんちか入□
住友銀行三宮ビル６階
〒6 5 0 生田区加納町５丁目３９

ＴＥＬ（0 7 8 )３３１－６３０２～３

趣理理趣理趣理理建Ｉ理理趣趣璽違j 邑理j 邑理理

石崎由美ちゃん／船橋市緑台

完全看護☆冷暖房完備☆病院前駐車可能

側

一一←

農 柿沼産婦人科
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は
、
金
属
、

ポ
キ
シ
樹
脂

☆
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
八
皿
Ｖ

発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）

諸
岡
博
熊
八
神
戸
市
企
画
局
参
事
Ｖ

結
合
し
て
消
減
す
る
。
そ
の
際
に
、
材

料
に
よ
っ
て
特
定
の
波
長
の
光
エ
ネ
ル

ギ
‐
を
放
出
す
る
．
ｌ
利
用
し
た
も

の
で
あ
る
。

豆
ラ
ン
プ
が
こ
れ
ま
で
の
電
子
機
器

の
表
示
用
に
使
用
さ
れ
て
き
た
が
、
消

費
電
力
が
少
な
い
、
信
頼
性
が
高
い
、

寿
命
が
長
い
な
ど
の
秀
れ
た
特
性
か
ら

電
算
機
、
通
信
機
、
電
卓
な
ど
の
表
示

ラ
ン
プ
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
大

量
生
産
の
結
果
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
し
、

需
要
が
拡
大
し
た
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
半
導
体
結
晶
を
析
出
さ

せ
る
技
術
の
ガ
リ
ウ
ム
・
ヒ
素
・
リ
ン
の

エ
ピ
タ
キ
シ
ャ
ル
技
術
が
米
国
の
モ
ン

サ
ン
ト
社
の
パ
テ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
エ
ピ
タ
キ
シ
ャ
ル
ず
み
の
ウ
エ

発光ダイオードペレット（G a p ） 発光ダイオードの構造

ＥⅧf 詮紫

う
に
一
体
に
組
み
立
て
ら
た
も
の
が

凡叩唆巴:Ｒ冗辱守
吋レ･ ' 0
, ,■戸

守一か

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
形
が
も
っ
と
も
多
い
。

F弓:I匝ユ〆

i診易~Ｙ 岳と世呂Ｆ

盤I 怠柑

（
「

》
。
↑
叱
弗
や
。
。
》
群

い
勺
ぶ
り
告
●
■
餌
訳
距

守
●
Ｐ
Ｃ
亜
■

浄
。
》
誠
《
。
》

》
平
叱
』
訳
■
歴
ぷ
ぷ
》

■
０
ｑ
い
▲
●
■
日

一
戸

l ●･

労｡

ー

が
使
わ
れ
る

部
に
は
ガ
ラ

示
器
で
あ
る
。×
×
×

実
用
化
さ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
、
赤

色
が
多
い
。
つ
い
で
緑
色
で
あ
る
。
黄

色
、
青
色
が
目
下
開
発
段
階
に
あ
る
。

明
る
さ
の
向
上
と
色
を
い
か
に
豊
富
に

す
る
か
が
、
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
課
題

で
あ
ろ
う
。

光
電
子
工
学
（
オ
プ
ト
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
）
の
応
用
の
ひ
と
つ
で
あ
る
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
ラ
イ
ト
・

エ
ミ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
ダ
イ
オ
ー
ド
）
が
急

速
に
各
方
面
で
ｌ
と
く
に
、
電
卓
電

子
時
計
な
ど
で
一
般
化
さ
れ
だ
し
た
。

そ
の
他
、
ラ
ジ
オ
受
信
機
の
同
調
表

示
、
充
電
式
カ
ミ
ソ
リ
の
充
電
完
了
表

示
、
電
子
ウ
オ
ッ
チ
の
秒
表
示
用
、
ま

た
カ
メ
ラ
の
適
正
露
出
表
示
用
に
と
、

速
度
が
遅
く
電
流
を
食
う
メ
ー
タ
ー
代

わ
り
に
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
ラ
ン
プ
の
代
替
と
し
て
、
さ
ら
に
、

電
卓
、
デ
ジ
タ
ル
メ
ー
タ
、
電
子
時
計

Ｃ
Ｂ
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
表

示
な
ど
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
に
と
応
用
の

分
野
が
拡
大
し
て
い
る
。

×
×
×

Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
ガ
リ
ウ
ム
・
リ
ン
、

ガ
リ
ウ
ム
・
ヒ
素
・
リ
ン
な
ど
の
二
、

三
元
化
合
物
半
導
体
結
晶
に
電
流
を
流

す
と
結
晶
の
Ｐ
Ｎ
接
合
部
分
が
発
光
す

る
と
い
う
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
直
接
光

に
変
換
さ
れ
る
原
理
Ｉ
Ｐ
Ｎ
接
合
の

順
方
向
に
電
流
を
流
す
と
Ｎ
領
域
の
電

子
は
Ｐ
側
に
、
Ｐ
領
域
の
ホ
ー
ル
（
正

孔
）
は
Ｎ
側
に
引
か
れ
境
界
付
近
で
再

光
を
放
射

光
ダ
イ
オ
ー

印
加
す
る
た

ピ
ン
の
上
端

着
剤
で
と
り

リ
ー
ド
へ
は

ハ
ー
は
、
す
べ
て
モ
ン
サ
ン
ト
社
に
依

存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
わ

が
国
の
メ
ー
カ
ー
は
、
こ
の
パ
テ
ン
ト

に
触
れ
な
い
ガ
リ
ウ
ム
・
リ
ン
に
よ
る

製
品
開
発
に
乗
り
出
し
、
本
格
的
な
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
の
た
め
、
関
連
技
術
の
開

発
を
進
め
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

×
×
×

外
形
は
図
に
一
示
す
よ
う
に
二
本
脚
の

ス
ま
た
は
、
屈
折
率
の
高

が
使
用
さ
れ
る
。
こ
う
し

い
透
明
樹
脂

た
い
く
つ
か

○
・
○
三
ミ
リ
径
て
い
ど

イ
ヤ
で
接
続
さ
れ
る
。

て
文
字
、

の
細
い
銅
ワ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の記

号
な
ど
を
表
示
で
き
る
よ

が
、
光
を
放
出
す
る
先
端

透
明
ま
た
は
不
透
明
な
エ

、
あ
る
い
は
ガ
ラ
ス
な
ど

す
る
本
体
は
、
中
央
の
発

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
組
み
合
わ
せ

外
側
を
つ
つ
む
外
周
器
に

ド
ペ
レ
ッ
ト
で
、
電
圧
を

め
に
カ
ソ
ー
ド
リ
ー
ド
の表

つ
け
ら
れ
る
。
ア
ノ
ー
ド

に
、
ハ
ン
ダ
か
、
導
電
接

１
５１
１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



口
出
席
者

飛
松
責
八
評
伝
釜
山
平
二
』
著
者
・
敏
人
ｖ

楢
崎
四
郎
八
県
立
近
璽
術
鯖
鰭
長
ｖ

★
花
隈
の
画
聖
二
人
。
洋
画
の
金
山
、
日
本
画
の
華
岳

佐
藤
『
金
山
平
三
画
集
』
立
派
な
の
が
完
成
し
ま
し
た
ね
。

●
●

飛
松
お
か
げ
さ
ま
で
ら
く
未
亡
人
の
お
元
気
な
う
ち
に
で
き
ｋ

が
り
ま
し
て
…
…
。
金
山
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て
今
年
は
ち
ょ
う

ど
十
三
回
忌
（
昭
和
三
十
九
年
残
八
十
一
才
）
で
、
こ
の
画
集
屯

■
座
談
会

「
金
山
平
三
画
集
」
発
刊
に
寄
せ
て

粋
と
ハ
イ
カ
ラ
の

十
三
年
か
か
っ
た
勘
定
に
な
り
ま
す
。

伊
藤
こ
の
よ
う
な
完
全
な
形
で
の
全
画
集
は
、
日
本
の
作
家
の

も
の
と
し
て
は
珍
し
い
で
す
ね
。
そ
れ
に
カ
ラ
ー
が
百
点
も
…
。

楢
崎
す
で
に
飛
松
さ
ん
の
評
伝
『
金
山
平
三
』
が
あ
っ
て
、
そ

れ
に
今
度
出
た
こ
の
画
集
、
作
品
の
主
な
の
は
近
代
美
術
館
に
入

っ
て
い
ま
す
し
、
ほ
ん
と
に
神
戸
の
誇
り
で
す
ね
。

⑭翻ﾛ .

鯛
蕊

5２

口
金
山
平
三
画
歴

・
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
十
二
月
十
八
日
神

戸
区
元
町
通
三
丁
目
二
四
四
屋
敷
に
生
ま
れ
た
。

・
明
治
二
十
六
年
三
月
神
戸
尋
常
小
学
校
卒
業

・
明
治
四
十
二
年
東
京
美
術
学
渡
首
席
卒
業

・
明
治
四
十
五
年
渡
仏

・
大
正
四
年
帰
朝

・
大
正
五
年
文
展
初
出
品
特
選

・
大
正
八
年
第
一
回
帝
展
審
査
員
。
以
降
引
続
き

密
通
員

・
昭
和
十
年
帝
展
騒
動
に
当
り
下
野
。
一
切
の
官

展
に
出
品
せ
ず
。

・
昭
和
十
九
年
帝
室
技
芸
員
拝
命

・
昭
和
三
十
一
年
五
月
両
業
五
十
年
展
、
於
束
京

高
島
屋

・
昭
和
三
土
ハ
年
芸
術
院
会
員

・
昭
和
三
十
九
年
七
月
十
五
日
没
。
叙
位
叙
励
詳
退

佐
藤
廉
八
元
町
画
廊
ｖ

伊
藤
誠
八
神
戸
新
側
社
文
化
事
業
局
第
一
部
長
ｖ

金山平三画伯とらくご夫婦
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て
、
そ
れ
が
す
ご
か
っ
た
も
の

伊
藤
昭
和
瓢
年
に
東
京
で
『
金
山
平
三
画
業
五
十
年
展
』
が
あ

り
ま
し
て
、
我
々
は
非
常
に
驚
い
た
わ
け
で
す
。
戦
前
の
作
家
と

い
う
印
象
が
あ
っ
て
も
う
お
描
き
に
な
っ
て
な
い
の
か
と
思
っ
て

い
た
。
そ
れ
を
戦
後
初
め
て
、
作
品
を
ま
と
め
て
発
表
な
さ
っ

飛
松
神
戸
の
花
隈
か
ら
日
本
画
の
村
上
華
岳
（
昭
和
十
四
年
残

五
十
二
才
）
洋
画
の
金
山
平
三
が
出
た
と
い
う
の
も
お
も
し
ろ
い

で
す
ね
。
花
隈
に
は
二
人
の
碑
が
建
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
こ
れ

が
案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
。

伊
藤
大
丸
の
金
山
展
の
と
き
、
金
山
さ
ん
を
囲
ん
で
、
小
磯
先

生
や
飛
松
さ
ん
と
、
神
戸
新
聞
で
座
談
会
を
開
い
て
い
た
だ
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
て
ね
。
そ
の
時
の
金
山
先
生
の
お
話
で
は
、
華

岳
さ
ん
は
近
く
に
住
ん
で
お
ら
れ
て
、
お
互
い
の
存
在
は
知
っ
て

お
ら
れ
た
。
た
だ
話
を
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
散
歩
の
途
中
出

会
っ
た
り
し
て
、
お
二
人
共
、
目
で
、
あ
れ
が
金
山
だ
な
、
あ
れ

が
華
岳
だ
種
ｌ
何
か
剣
豪
ど
う
し
が
す
れ
違
う
よ
う
な
。
（
笑
）

楢
崎
花
隈
と
い
う
、
ま
た
雰
囲
気
が
い
い
で
す
ね
。
（
笑
）

佐
藤
華
岳
さ
ん
の
方
が
早
く
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
け
れ
ど
、
お

「
造
船
所
」

の
な
ど
、
あ
あ
っ
い
い
な
ァ
と
思
う
の
は
、
日
本
人
の
絵
と
は
思

わ
れ
な
い
よ
う
な
、
油
絵
の
正
統
な
何
か
を
受
け
継
い
で
い
る
と

い
う
感
じ
が
あ
っ
て
、
あ
れ
は
も
の
す
ご
い
で
す
わ
。

そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
正
統
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
流
れ
み
た
い

な
も
の
を
汲
ん
で
お
ら
れ
な
が
ら
ね
、
そ
の
中
に
も
晩
年
の
絵
の

近
景
の
処
理
だ
と
か
、
遠
景
が
か
す
ん
で
い
た
り
ね
、
あ
れ
は
東

洋
画
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

佐
藤
こ
の
木
の
枝
ぶ
り
（
画
集
の
カ
バ
ー
絵
）
の
筆
の
さ
ば
き

方
、
こ
れ
は
完
全
に
日
本
人
の
筆
で
す
よ
。
そ
れ
と
空
間
、
日
本

画
っ
て
の
は
余
白
の
芸
術
で
す
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
も
の
が
あ
っ

て
、
金
山
さ
ん
の
油
絵
は
日
本
人
独
特
の
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま

す
よ
。

飛
松
油
絵
で
は
世
界
に
通
じ
る
日
本
で
第
一
級
の
作
家
で
す

３５

☆
泰
西
名
画
の
良
き
流
れ
を
汲

伊
藤
金
山
さ
ん
の
絵
で
特
に

佐
藤
「
絵
は
厳
し
い
な
か

聞
い
て
も
厳
し
い
厳
し
い
、

ず
賞
を
と
る
と
い
う
の
で
金
山

佐
藤
昭
和
十
年
の
帝
展
騒
動
以
後
は
絵
の
制
作
だ
け
膜
乗
中
さ

れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
そ
の
事
件
の
前
は
、
出
せ
ば
必

ら
、
絵
描
き
と
も
あ
ろ
う
も
の
が
自
分
の
地
位
を
よ
く
す
る
た
め

に
動
く
な
ど
け
し
か
ら
ん
、
絵
描
き
は
絵
を
描
く
の
が
仕
事
や
な

よ
・飛

松
あ
の
時
、
絵
描
き
仲
間

し
て
し
ま
っ
た
。
で
、

い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

っ
た
ら
ア
カ
ン
の
や
で
え
」
。
い
つ

そ
れ
だ
け
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
し
た
。

で
権
謀
術
策
が
ひ
ど
い
も
の
だ
か

年
は
金
山
さ
ん
が
少
し
（
四
才

し
た
ね
。

い
か
、
俺
は
も
う
止
め
た
と

翌
年
、
芸
術
院
会
員
に
な
ら
れ
ま
し
た
ね
。

だ
か
ら
美
術
界
全
体
が
び
っ
く
り

作
品
は
注
目
さ
れ
て
い
た
ん
で
す

）
上
で
す
か
。
長
生
き
の
作
家
で

ん
で
追
求
し
た
巨
匠
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
景
色
を
描
い
た
も
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｢ 金山平三常設館を神戸にぜひ」
楢崎四郎さん

★
彫
り
深
い
顔
に
眼
光
鋭
く
。
踊
り
も
踊
る
粋
人
。

佐
藤
権
力
に
対
し
て
は
依
枯
地
な
ま
で
の
も
の
を
持
っ
て
ら
れ

た
け
れ
ど
、
普
段
は
非
常
に
庶
民
的
で
な
か
な
か
の
粋
人
だ
っ
た

し
、
踊
り
を
さ
れ
る
で
し
ょ
う
、
疎
開
先
で
土
地
の
娘
さ
ん
を
集

め
て
『
小
猿
会
』
い
う
て
踊
り
を
教
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
ね
。
格

好
い
う
と
冬
は
白
い
毛
糸
を
編
ん
だ
正
ち
ゃ
ん
帽
、
そ
れ
か
ら
自

分
で
裁
縫
し
は
る
か
ら
自
分
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
モ
ン
ペ
は
い
て
、

が
い
て
、
そ
の
代
表
が
ピ
カ
ソ
で
す
わ
ね
。

も
う
一
つ
は
最
初
か
ら
、
こ
の
人
の
仕
事
は
こ
れ
と
わ
か
っ
て

い
て
、
そ
れ
が
ぐ
ん
ぐ
ん
ぐ
ん
ぐ
ん
深
く
な
っ
て
い
く
人
。
こ
れ

は
た
と
え
ば
今
、
日
本
に
来
て
い
る
シ
ャ
ガ
ー
ル
・
ひ
と
目
見
て
、

こ
れ
は
シ
ャ
ガ
ー
ル
の
絵
と
わ
か
り
ま
す
ね
。
そ
う
い
う
二
つ
の

タ
イ
プ
が
あ
る
っ
て
ね
。
金
山
さ
ん
は
そ
の
、
一
つ
の
こ
と
を
黙

々
と
深
め
て
い
く
と
い
う
タ
イ
プ
で
し
ょ
う
ね
。

佐
藤
小
磯
さ
ん
な
ん
か
も
そ
う
で
し
ょ
う
が
、
絵
が
変
わ
ら
な

い
と
い
う
の
は
年
代
を
離
れ
て
、
ひ
と
つ
の
金
山
な
り
、
小
磯
の

形
が
確
然
と
そ
こ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

そ
れ
か
ら
金
山
さ
ん
の
こ
れ
も
神
戸
人
ら
し
い
と
こ
ろ
な
ん
で

す
が
、
絵
の
材
料
は
良
く
吟
味
し
て
一
番
最
高
ば
か
り
使
わ
れ
た

ん
で
す
ね
。

飛
松
今
泉
さ
ん
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
油
が
キ
ャ

ン
バ
ス
に
密
着
し
て
い
る
、
こ
ん
な
作
家
は
そ
う
い
な
い
っ
て
。

佐
藤
絵
が
つ
く
と
い
う
、
キ
ャ
ン
バ
ス
に
き
ち
っ
と
色
が
つ
く

作
家
は
非
常
に
少
な
い
ん
で
す
よ
（
技
術
的
以
外
に
も
大
き
な
意

味
を
も
３
。
つ
い
て
も
ね
、
十
年
五
十
年
す
る
と
割
れ
た
り
は

げ
た
り
す
る
。

飛
松
金
山
さ
ん
は
ね
、
私
の
絵
に
は
ど
こ
か
一
点
、
原
色
を
置

い
て
あ
る
と
い
う
ん
で
す
。
つ
ま
り
色
が
ど
ん
な
に
槌
せ
る
か
、

変
色
し
た
ら
困
る
か
ら
と
、
緑
な
ら
緑
の
原
色
を
わ
か
ら
ん
よ
う

に
ポ
ッ
ン
と
置
い
て
あ
る
ん
だ
と
お
つ
し
や
っ
て
、
非
常
に
ご
自

分
の
作
品
を
大
切
に
し
て
考
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。
そ
し
て
絵

を
子
供
の
よ
う
に
思
っ
て
手
元
か
ら
手
離
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

ね
。

ね
。佐

藤
日
本
画
の
東
山
魁
夷
さ
ん
は
、
僕
の
心
の
故
郷
は
神
戸
だ

と
お
つ
し
や
っ
て
い
ま
す
が
、
東
山
さ
ん
に
し
て
も
小
磯
良
平
さ

ん
に
し
て
も
、
そ
し
て
金
山
さ
ん
も
美
術
学
校
の
優
等
生
だ
っ
た

ん
で
す
ね
。
と
い
う
こ
と
は
、
正
々
堂
々
と
絵
の
勉
強
を
し
て
、

そ
し
て
上
へ
抜
き
ん
出
て
い
っ
た
人
た
ち
だ
と
思
う
ん
で
す
。
つ

ま
り
、
激
し
い
個
性
の
異
色
な
作
家
と
か
、
絵
の
中
に
、
自
分
の

も
つ
思
想
や
苦
し
み
を
通
し
て
打
ち
出
し
て
い
く
ｌ
そ
う
い
う

特
異
な
絵
の
世
界
で
な
し
に
、
正
統
な
絵
画
と
し
て
普
通
に
描
い

て
い
っ
た
時
に
、
こ
う
い
う
作
家
は
日
本
の
画
壇
に
必
ず
残
る
人

た
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

楢
崎
絵
の
本
道
そ
の
も
の
を
追
求
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
ね
。

伊
藤
確
か
福
永
武
彦
さ
ん
が
い
っ
て
お
ら
れ
た
の
は
ね
、
す
ご

い
芸
術
家
の
タ
イ
プ
に
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
揺
れ
動
き
な
が
ら

ね
、
振
幅
が
大
き
く
て
一
体
彼
の
仕
事
は
ど
れ
な
ん
だ
ろ
う
、
わ

か
ら
ん
よ
う
に
仕
事
し
な
が
ら
も
の
す
ご
い
こ
と
や
っ
て
い
く
人

｢ 世界に通じる作家ですね」
飛松質さん

’
5４
１
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H あの眼は魅力があって鋭い」
伊藤誠さん

ゲ
タ
ひ
っ
か
け
て
、
ス
テ
ッ
キ
代
わ
り
に
傘
を
持
っ
て
、
信
玄
袋

下
げ
て
そ
れ
で
瓢
倉
と
入
っ
て
き
は
る
。
そ
れ
が
実
に
サ
マ
に
な

っ
て
た
。
（
笑
）

伊
藤
新
問
社
へ
も
そ
れ
だ
か
ら
、
誰
が
来
た
ん
や
ろ
と
み
ん
な

び
っ
く
り
し
ま
し
た
よ
。
（
笑
）

楢
崎
そ
れ
が
本
当
に
い
い
お
顔
で
、
格
好
も
よ
く
見
た
ら
、
そ

れ
な
り
に
も
の
す
ご
い
ア
力
抜
け
し
て
る
ん
で
す
ね
。

伊
藤
花
隈
で
育
っ
た
せ
い
か
、
き
ら
び
や
か
で
な
い
粋
さ
と
い

う
の
は
、
そ
り
ゃ
す
ご
か
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。

佐
藤
大
丸
で
作
品
展
し
た
時
に
花
隈
の
き
れ
い
ど
こ
ろ
に
囲
ま

れ
て
い
て
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
て
軍
別
に
緊
張
も
さ
れ
て
な
い
し
、

こ
れ
は
只
者
や
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
（
笑
）

伊
藤
花
隈
に
お
い
で
に
な
っ
た
だ
け
に
逆
に
デ
レ
デ
レ
し
な

い
、
ケ
ジ
メ
は
き
ち
ん
と
し
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。
通
で
あ
る
だ
け

に
妙
な
こ
と
に
は
関
わ
ら
な
い
、
と
い
う
。

こ
れ
は
飛
松
さ
ん
の
評
伝
に
あ
り
ま
し
た
が
、
若
い
時
に
何
年

､ 絵は厳しないとアカンと」
･ 佐藤廉さん

１
５５
１

間
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
て
、
他
の
人
た
ち
は
ア
ミ
ー
を
作
っ

た
り
、
日
本
か
ら
誰
か
迎
え
た
り
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
金
山
さ

ん
に
関
し
て
は
本
当
に
お
一
人
で
旅
行
な
さ
っ
て
い
る
。

飛
松
だ
か
ら
ど
の
作
品
に
も
一
貫
し
て
気
品
と
厳
し
さ
が
通
っ

て
い
て
、
す
き
っ
と
し
た
、
こ
れ
は
金
山
調
独
自
の
も
の
で
ニ
セ

モ
ノ
描
け
い
わ
れ
て
も
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

伊
藤
非
常
に
う
れ
し
い
の
は
小
磯
さ
ん
に
し
て
も
東
山
さ
ん
に

し
て
も
そ
う
で
す
ね
、
絵
に
品
格
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

佐
藤
そ
の
品
格
と
い
う
も
の
、
不
思
議
に
受
け
継
い
で
ま
す
ね
。

飛
松
金
山
さ
ん
は
純
粋
な
人
で
、
嫌
な
人
に
は
プ
ン
と
横
向
い

て
も
の
言
わ
ん
ら
し
い
け
ど
、
そ
の
く
せ
つ
き
合
っ
て
み
る
と
ほ

ん
と
に
気
持
ち
の
い
い
人
で
ね
、
冗
談
ば
か
り
い
っ
て
。

伊
藤
若
い
頃
近
眼
だ
っ
た
と
い
う
話
で
し
た
が
、
あ
の
眼
は
近

眼
だ
と
か
関
係
な
し
に
鋭
い
眼
で
す
ね
え
。

飛
松
あ
の
眼
で
ま
と
も
に
晩
み
据
え
ら
れ
た
ら
す
く
み
ま
す

よ
。伊

藤
ピ
カ
ソ
の
若
い
時
の
魅
力
の
一
つ
は
眼
だ
っ
た
そ
う
で
す

ね
。
彼
は
ず
ん
ぐ
り
し
て
小
柄
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ
の
眼
の
魅

力
に
は
男
性
も
女
性
も
ひ
か
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
が
、
何
か

金
山
さ
ん
の
眼
に
も
そ
れ
が
あ
る
よ
う
で
す
ね
。
邪
心
を
持
っ
て

い
た
ら
恐
い
眼
で
す
よ
、
あ
の
眼
は
。
（
笑
）

飛
松
絵
に
対
す
る
姿
勢
の
厳
し
さ
い
う
の
は
ね
、
絵
を
お
金
に

換
え
る
こ
と
も
絵
を
簡
単
に
発
表
す
る
こ
と
も
拒
ん
で
、
絵
に
サ

イ
ン
を
な
か
な
か
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
ね
。
そ
の
外
に

伽
き
か
け
る
こ
と
を
せ
ず
、
内
に
蓄
積
す
る
こ
と
を
持
続
す
る
厳

し
さ
は
、
小
磯
さ
ん
に
し
て
も
、
東
山
さ
ん
に
し
て
も
共
通
す
る

よ
う
で
す
ね
。

楢
崎
金
山
さ
ん
の
奥
さ
ん
の
こ
と
に
も
触
れ
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
ね
。
全
く
立
派
な
方
で
、
ら
く
さ
ん
の
力
も
大
き
い
で
す
よ
。

飛
松
ら
く
さ
ん
と
い
う
の
は
東
北
帝
大
出
の
日
本
で
最
初
の
女

性
理
学
士
な
ん
で
す
ね
。
お
茶
ノ
水
女
子
高
等
師
範
の
教
授
で
、

だ
か
ら
当
然
博
士
号
を
取
ら
れ
る
は
ず
だ
っ
た
の
を
止
め
て
し
ま

っ
て
、
一
生
を
先
生
の
た
め
に
尽
く
し
た
と
い
う
。

佐
藤
二
人
が
結
婚
な
さ
っ
た
時
に
は
新
聞
で
も
話
題
に
な
っ
た
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☆
金
山
一
流
の
粋
さ
と
ハ
イ
カ
ラ
。
や
っ
ぱ
り
神
戸
。

”
俸
藤
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
の
絵
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
あ
れ
も

金
山
さ
ん
が
描
く
と
結
構
絵
に
な
っ
と
る
ん
で
す
か
ら
ね
え
。

楢
崎
あ
れ
は
神
戸
の
象
徴
で
し
た
か
ら
ね
。

飛
松
と
に
か
く
普
通
の
人
が
描
い
て
も
絵
に
な
ら
ん
も
の
も
、

金
山
さ
ん
が
描
く
と
決
ま
る
ん
で
す
ね
。

伊
藤
ガ
ー
ド
下
を
描
い
て
も
、
全
然
角
度
が
違
い
ま
し
た
ね
。

佐
藤
い
ざ
描
く
時
に
は
き
ち
っ
と
構
図
が
頭
に
入
つ
と
っ
て
や

ね
、
そ
の
構
図
の
取
り
方
に
も
の
す
ご
い
シ
ャ
レ
た
と
こ
ろ
が
あ

っ
て
、
独
特
の
洗
練
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

伊
藤
台
風
の
弁
天
浜
な
ん
か
も
参
り
ま
す
ね
。

飛
松
今
泉
さ
ん
は
金
山
作
品
の
中
で
ま
つ
先
に
国
の
重
要
美
術

品
に
な
る
の
は
芝
居
絵
（
若
年
よ
り
最
晩
年
迄
手
を
入
れ
て
居
ら

れ
た
作
品
）
だ
ろ
う
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
す
が
、
当
然
で
し
ょ
う

ね
。
金
山
さ
ん
に
す
れ
ば
、
何
だ
芝
居
絵
の
方
が
先
に
や
ら
れ
て

オ
レ
の
本
来
の
絵
の
方
が
後
か
、
と
い
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

け
ど
。
（
笑
）
し
か
し
芝
居
絵
だ
っ
て
決
し
て
余
技
で
描
い
て
お

ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
か
ら
。
金
山
作
品
は
ど
れ
一
つ
取

り
ま
し
て
も
、
と
に
か
く
全
精
神
こ
め
て
画
面
の
隅
か
ら
隅
ま
で

描
い
て
お
ら
れ
る
か
ら
。
こ
の
画
集
の
一
千
何
百
点
の
ど
れ
一
つ

も
い
い
か
げ
ん
な
も
の
は
な
い
で
す
よ
。

佐
藤
芝
居
に
は
、
こ
こ
だ
と
い
う
、
こ
こ
へ
来
た
ら
声
を
か
け

る
と
い
う
決
め
場
が
あ
る
ん
で
す
が
、
金
山
さ
ん
の
芝
居
絵
は
、

＆

昭和3 9 年１月くこの年の７月1 5 日没＞飛松武さん宅の応接室にて。
右上の絵皿は平三絵付の大倉陶画焼、

パリの街頭で若き日の金山画伯。
到着の頃は美術鯨蒲いに熱中する

随

そ
う
で
す
ね
。
で
当
時
の
話
で
す
が
、
蜜
柑
箱
を
並
べ
た
上
に
板

を
敷
い
て
寝
台
代
わ
り
に
し
て
、
そ
ん
な
生
活
で
、
い
っ
そ
こ
の

ま
ま
朝
に
な
っ
て
も
目
が
あ
か
な
い
で
死
ん
で
し
ま
え
た
ら
ど
ん

な
に
楽
だ
ろ
う
、
と
幾
度
も
思
っ
た
と
飛
松
さ
ん
の
評
伝
の
中
で

言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。
え
ら
い
奥
さ
ん
や
。

飛
松
金
山
さ
ん
は
小
学
校
一
年
か
そ
こ
ら
で
お
母
さ
ん
を
亡
く

し
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ
の
お
母
さ
ん
が
非
常
に
い
い
出
で
、
そ

の
上
に
継
母
が
ま
た
え
ら
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
若
い
時
の
洋
行
の

た
め
の
金
の
工
面
に
奔
走
し
た
り
：
…
・
金
山
さ
ん
は
そ
う
い
う
点

で
と
て
も
恵
ま
れ
て
い
て
、
そ
こ
で
ま
た
彼
も
頑
張
っ
た
。

5６
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う
と
い
う
時
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
県
の
方
へ
寄
贈
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
、
あ
と
の
も
奥
さ
ん
か
ら
寄
贈
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

楢
崎
ス
．
ヘ
ィ
ン
の
ピ
カ
ソ
館
に
は
ピ
カ
ソ
の
幼
児
の
時
か
ら
の

絵
が
ず
ら
っ
と
並
べ
ら
れ
て
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
あ
あ
い
う
常
設

の
金
山
記
念
館
な
り
記
念
室
を
作
り
た
い
で
す
ね
。

飛
松
え
え
ぜ
ひ
。
そ
う
な
る
と
今
は
ま
だ
奥
さ
ん
の
手
元
に
あ

る
ス
ケ
ッ
チ
だ
と
か
デ
ッ
サ
ン
集
だ
と
か
も
置
け
ま
す
し
。

伊
藤
金
山
の
作
品
は
こ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
、
と
い
う
常
設

館
は
必
要
で
す
ね
。
幸
い
金
山
さ
ん
が
あ
ま
り
売
ら
ず
に
残
し
て

お
い
て
お
ら
れ
た
せ
い
で
作
品
が
こ
れ
だ
け
集
ま
っ
て
あ
る
ん
だ

し
。
美
術
館
の
使
命
は
、
土
地
の
特
色
を
出
す
こ
と
と
、
い
い
作

品
を
集
め
る
こ
と
で
す
か
ら
。
文
化
な
ん
て
の
は
す
ぐ
に
は
根
づ

か
な
い
で
す
が
、
も
う
百
年
も
し
た
ら
神
戸
だ
っ
て
そ
り
や
あ
い

い
先
輩
が
い
ら
し
て
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
が
実
り
ま
す
よ
。

佐
藤
そ
う
す
る
と
ま
た
き
っ
と
立
派
な
作
家
が
育
っ
て
い
く
か

も
し
れ
ま
せ
ん
し
ね
。
美
術
館
に
金
山
さ
ん
の
常
設
が
か
か
っ
て

い
て
、
そ
れ
を
ル
ー
ブ
ル
み
た
い
に
若
い
人
が
模
写
し
て
い
る
図

な
ん
か
見
た
い
も
の
で
す
ね
え
。

飛
松
今
泉
さ
ん
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
す
ね
。
金
山
さ
ん
は
西
洋

の
伝
統
の
油
絵
と
い
う
も
の
を
、
日
本
人
と
し
て
一
番
上
手
に
残

し
た
作
家
だ
。
だ
か
ら
今
後
ま
す
ま
す
見
直
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
。

そ
の
こ
こ
だ
と
い
う
呼
吸
が
実
に
的
確
に
つ
か
ま
れ
て
ま
す
ね
。

だ
か
ら
逆
に
芝
居
を
や
っ
て
る
人
が
こ
の
絵
を
見
た
ら
、
な
る
ほ

ど
こ
う
い
う
雰
囲
気
が
出
な
い
と
こ
の
芝
居
じ
ゃ
な
い
の
か
と
い

う
、
手
本
に
な
る
く
ら
い
舞
台
と
俳
優
の
形
が
決
ま
っ
て
い
る
。

飛
松
大
丸
の
芝
居
絵
展
の
時
、
宝
塚
の
天
津
乙
女
さ
ん
が
同
じ

よ
う
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
決
め
手
の
と
こ
ろ
を

ぴ
し
っ
と
つ
か
ん
で
お
ら
れ
る
い
う
て
。

佐
藤
学
生
時
代
（
神
戸
尋
常
小
学
校
）
に
は
弁
当
持
っ
て
熱
心

に
芝
居
（
昔
の
八
千
代
座
等
）
に
通
っ
て
、
あ
ま
り
そ
れ
が
激
し

い
も
の
や
か
ら
学
校
か
ら
退
学
い
わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
ら
し
い
ね
。
（
笑
）
花
隈
の
置
屋
さ
ん
の
子
息
だ
か
ら
日
本

の
そ
ん
な
伝
統
と
、
そ
れ
か
ら
神
戸
の
ハ
イ
カ
ラ
さ
と
、
そ
の
両

方
を
持
つ
、
金
山
さ
ん
で
な
い
と
描
け
な
い
も
の
が
こ
の
芝
居
絵二百十日の弁天浜

１
５７
１

★
ぜ
ひ
早
く
実
現
し
た
い
金
山
平
三
常
設
館

楢
崎
今
、
近
代
美
術
館
に
は
金
山
さ
ん
の
作
品
が
四
百
数
十
点

が
あ
り
ま
す
。
油
絵
が
一
一
一
一
一
九
、
水
彩
画
二
○
、
芝
居
絵
一
七
○

点
ほ
ど
で
す
ね
。
金
山
さ
ん
は
描
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
人
に
見
せ

な
か
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
ね
。
そ
の
点
、
習
作
か
ら
芝
居
絵
ま
で

が
揃
っ
て
い
る
ん
で
す
か
ら
何
と
い
っ
て
も
美
術
館
の
柱
で
す
。

飛
松
そ
の
う
ち
の
一
一
一
一
○
点
と
い
う
の
は
生
前
か
ら
川
崎
重
工

の
手
塚
さ
ん
が
預
っ
て
保
管
し
て
お
ら
れ
た
も
の
で
、
金
山
さ
ん

が
亡
く
な
ら
れ
た
後
、
県
政
百
年
記
念
に
近
代
美
術
館
を
建
て
よ

に
見
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
よ
。
そ
の
伝
統
の
感
覚
と
ハ
イ
カ
ラ
さ

と
い
う
二
面
は
、
同
じ
神
戸
の
東
山
さ
ん
に
も
小
磯
さ
ん
に
も
、

見
え
な
い
と
こ
ろ
で
作
用
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
。

■

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



口

東京銀座通り6丁目に私共( <株> ﾌ ｱ ﾐ ﾘ ｱ )の長年の夢｡／
日本初めてのユニークな｢ 子供のデパート｣ がいよいよ

銀座でｵｰブﾝいたします.／その名はGInZRlﾌｱﾐﾘｱ’

鶴； 曙E錨＄

０歳から１７歳までのお洋服とアクセサリー・インテリア・玩具・出産
準備用品・マタニティウエアーなど全く新しいタイプのお店です。テー
ィルームやお子様とジュニア専門の美容室もつくりました。
ぼくもわたしもパパもママもおじいちゃまもおばあちやまも
ぜひ皆様ご自身の目でその楽しさをご覧になって下さいませ

G l n z R ﾌ ｧ ﾐ ﾘ ｱ 墓ﾗ亨雪iうjﾗ琴
5８
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獄

5９

●テーマ／都市公園への提案
●会期／昭和5 1年1 0月１日(金) - 1 1月１０日(加

午前1 0 時一午後５時
●会場／神戸須磨離宮公園
●出展作家( １８名、５０音順、敬称略）
五十嵐晴夫／一色邦彦／伊藤隆道／浮川秀信／岡田敬司
／木内喜雄／清水九兵衛／鈴木啓子／多田美波／田中薫
田甫実／速水史朗／広井力／福田喜美子／増田正和／
岐上寿之／山口牧生／和田章

漁黙撫頃０，皇塞:;;,陶画._瀞"震~…

公募入選候補作品工スキース展
⑨会期／昭和5 1 年1 0 月７日( ボー1 2 日㈹

午前1 0 時一午後７時
●会場／神戸・三宮・さんちかタウン内ギヤラリー

さんちか・インフォメーションこうべ
、構成／協賛展示として公募入選候補作品エスキース

など約4 0 点を展示します。
●現代彫刻展に関する問い合わせ．ご連絡は
神戸市教育委員会文化課塞( 0 7 8 ) 3 3 1 - 8 1 8 1 （内線2 0 5 7 ）

●入園料’１３t!;;胃日本美術館企画協議会
神戸市・朝日新聞社

人100円主催/＃

翰議議熱§蕊蕊蕊蕊

r : 秋参蕊議息蜘鋤深きふ；
Ｌ画…． . ‐１－一 _ －一，‐陰一マーママーー _ ‐竃

芸術の秋です。制作の秋です。
、畷画家のあなた、いえ絵を始めたばかりの
方から専門的に筆を持つ方まで､ ﾐ 絵ミの愚と
なら、豊画材ミのことなら、末積製額へどうぞ。
どの芸術の秋、この季節にこそあなたの芸術
の才能を発揮してください。

お祝いに額はいかがですか
結婚祝いや新築祝いに末積製額の
ﾐ 額こはいかがですか: ，もちろん別
注も承っています｡ ﾐ 絵ミのプレゼ
ントは意外に喜こばれ、贈り主の
センスの良さに感謝されることで
しょう。 霊雲綴
末積製額窺榔源懸ド

。
》
諒
一
、
畢
牟
宮

職
岬
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安
水

阿
部

近
衛

識iii
穂

夏
目
今
回
の
「
紫
式
部
な
ん
か
怖
く

な
い
」
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
し
て
は
二

作
目
、
そ
れ
風
な
も
の
ま
で
含
め
る
と

四
本
目
に
な
り
ま
す
ね
。
元
来
は
、
安

水
さ
ん
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
よ
う
に
、

柿
本
人
磨
呂
か
ら
始
っ
て
、
大
伴
家
持
、

西
行
、
芭
蕉
と
日
本
の
歌
人
、
詩
人
で

一
時
代
を
区
切
っ
て
行
っ
た
人
々
を
ラ

ジ
オ
で
書
き
つ
づ
け
て
い
ら
れ
る
。
そ

れ
は
貴
重
な
労
作
で
す
け
れ
ど
も
そ
の

中
で
ど
こ
か
ポ
コ
ッ
と
抜
け
ち
や
い
ま

せ
ん
か
と
話
し
た
こ
と
が
そ
も
そ
も
な

ん
で
す
。
誰
か
忘
れ
て
い
る
で
し
ょ
う

と
い
う
こ
と
で
紫
チ
ャ
ン
が
浮
か
び
上

っ
た
ん
で
す
よ
。
第
一
作
の
「
む
か
し

海
ミ
ド
リ
ム
シ
」
は
六
年
前
で
す
ね
。

安
水
あ
れ
は
ト
ー
タ
ル
・
シ
ア
タ
ー

と
い
う
旗
印
で
や
っ
た
ん
で
し
た
ね
。

☆
忘
れ
て
い
た
紫
チ
ャ
ン

稽古風量

口
座
談
会

「
劇
団
神
戸
」
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
を
前
に

昼

口
出
席
者 紫

式
部
な
ん
か

怖
く
な
い垂

鴬あ
の
時
は
、
必
ず
し
も
そ
う
い
う
こ
と

を
意
図
し
て
台
本
を
書
い
た
ん
じ
ゃ
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
今
度
の
場
合
は
、
初

め
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
や
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
、
台
本
を
作
る
段
階
か
ら
、

い
ろ
ん
な
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、 ＥＦ

安水稔和さん

稔
和
八
詩
人
ｖ

鯛
三
Ａ
関
西
オ
ペ
ラ
所
属
Ｖ

真
理
人
潅
燕
謂
譲
ｖ

睡
旧
翰

騨班

夏
目
俊
二

小
倉
啓
子 ’

6０

阿部霊さん

キ
ャ
ス
ト
が
少
し
ず
つ
固
ま
っ
て
行
く

そ
の
作
業
と
台
本
を
煮
つ
め
て
行
く
作

業
と
が
微
妙
に
か
ら
ま
っ
て
い
る
ん
で

す
。
前
の
と
き
は
台
本
を
仕
上
げ
て
、

ハ
イ
、
ど
う
ぞ
、
だ
っ
た
ん
で
す
が
、

今
度
は
座
付
作
者
的
な
心
境
で
ね
、
こ

の
役
は
あ
の
人
が
や
る
か
ら
、
こ
ん
な

こ
と
さ
せ
た
ら
な
ん
て
、
考
え
な
い
で

も
な
か
っ
た
で
す
ね
。

阿
部
そ
れ
は
、
作
曲
と
編
曲
と
の
違

い
で
す
ね
。
編
曲
の
と
き
は
特
定
の
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
と
か
合
唱
団
を
頭
に
お
い

て
書
く
の
で
い
ろ
ん
な
制
約
が
あ
っ
て

す
ご
く
難
し
い
。
難
し
い
か
ら
余
計
に

や
り
が
い
が
あ
る
と
も
い
え
ま
す
が
。

夏
目
何
の
制
約
も
な
く
仕
事
が
出
来

た
ら
ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
か
と
い
つ

も
夢
み
る
わ
け
で
す
よ
。
で
も
、
今
度

の
よ
う
に
阿
部
さ
ん
、
松
本
幸
三
さ
ん

と
い
っ
た
、
今
ま
で
な
ら
ち
ょ
っ
と
想

八
劇
団
神
戸
主
宰
Ｖ

八
劇
団
神
戸
所
属
Ｖ
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職
パ
誌
昌
．

像
も
出
来
な
か
っ
た
方
々
と
一
緒
の
仕

事
が
出
来
る
。
そ
れ
だ
け
土
壌
が
耕
さ

れ
て
き
た
わ
け
で
、
こ
れ
は
す
ご
く
嬉

し
い
。
こ
の
こ
と
は
大
事
に
し
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
制
約
が
大
き
い
ほ
ど

フ
ァ
イ
ト
が
出
る
し
ね
。
反
面
、
別
の

制
約
も
出
て
来
た
わ
け
で
、
こ
の
方
に

来
て
い
た
だ
く
の
な
ら
こ
こ
は
こ
う
し

な
く
ち
や
と
い
う
よ
う
な
ね
。
ま
あ
、

わ
れ
わ
れ
の
仕
事
は
全
部
制
約
の
上
に

あ
る
わ
け
だ
か
ら
絶
え
ず
そ
れ
を
の
り

超
え
な
け
れ
ば
。
安
水
さ
ん
も
今
度
は

そ
の
意
味
で
未
経
験
の
苦
労
が
あ
っ
た

ろ
う
と
：
…
．
。
た
と
え
ば
、
こ
の
人
に

は
金
輪
際
歌
わ
し
ち
ゃ
い
け
な
い
ぞ
と

か
。
（
笑
）

安
水
こ
の
人
と
こ
の
人
と
を
く
っ
つ

け
た
ら
危
い
ぞ
と
か
．
…
：
。
（
笑
）
い

ろ
い
ろ
あ
る
わ
け
で
す
。

近
衛
と
い
う
こ
と
は
か
な
り
楽
し
ん

で
書
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
わ
け
で
す
ね

安
水
と
ん
で
も
な
い
。
楽
し
ん
で
と

い
つ
た
っ
て
時
間
的
制
限
が
あ
っ
た
か

ら
ね
。
ふ
う
ふ
う
い
い
な
が
ら
坂
道
を

駈
け
の
ぼ
っ
た
感
じ
で
す
よ
。

☆
女
っ
ぽ
さ
を
勉
強
中
Ｐ

近
衛
今
度
は
私
に
と
っ
て
い
い
勉
強

に
な
り
そ
う
で
す
。

夏
目
最
初
は
彼
女
、
信
用
し
て
く
れ

な
い
ん
だ
な
。
嘘
で
し
ょ
う
、
嘘
で
し

よ
う
っ
て
。
（
笑
）

近
衛
何
故
、
私
が
選
ば
れ
た
の
か
、

ち
ょ
っ
と
見
当
が
つ
か
な
く
て
．
…
．
．
。

駕
篭
・
黛
誇
霊
》
：
麹
鍔
昌
、
驚
辛
鴎
鴬
藻
蝿
蕊
坤

も
『
、
ｆ
・

夏
目
た
ま
た
ま
、
サ
ン
テ
レ
ピ
を
見

て
い
た
ら
近
衛
さ
ん
の
顔
が
バ
ツ
と
大

写
し
に
な
っ
た
。
そ
の
と
き
、
あ
、
こ

の
人
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
。
ひ
ら
め
い

た
ん
で
す
ね
。

近
衛
光
栄
な
役
で
す
。
（
笑
）

6１

夏
目
ス
ゴ
ク
女
っ
ぽ
い
役
を
、
す
ご

く
女
っ
ぽ
く
や
っ
て
く
れ
て
ま
す
。

近
衛
出
せ
る
か
し
ら
、
成
熟
し
た
色

気
が
。
（
笑
）

安
水
地
で
行
き
ま
し
よ
う
、
地
で
。

（
笑
）

近
衛
地
は
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
と
み

巾
盟》蕊

. …角

悪出品識

小
倉
私
、
「
ミ
ド
リ
ム
シ
」
の
頃
か
ら

み
て
段
々
と
怖
く
な
っ
て
来
て
る
ん
で

す
。
初
め
は
体
当
り
で
許
さ
れ
た
も
の

が
、
こ
う
や
っ
て
い
ろ
ん
な
方
か
ら
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
る

と
楽
し
み
の
反
面
、
そ
の
分
、
責
任
を

ど
－
ん
と
感
じ
る
ん
で
す
。
で
も
、
安

水
先
生
に
今
度
は
座
付
作
者
み
た
い
に

細
か
く
見
て
頂
い
て
る
で
し
ょ
う
。
こ

の
間
の
練
習
の
と
き
、
歌
を
問
い
て
ら

し
て
、
そ
の
歌
詞
、
変
え
ま
し
よ
う
っ

て
お
つ
し
や
っ
て
下
さ
っ
て
、
わ
あ
、

い
い
感
じ
っ
て
、
思
っ
た
り
し
て
（
笑
）

何
か
ワ
ク
ワ
ク
、
す
ご
く
す
る
。
（
笑
）

こ
れ
が
私
た
ち
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
だ
と
い

う
実
感
な
ん
で
す
ね
。
歌
詞
と
か
台
詞

と
か
を
納
得
し
な
が
ら
作
れ
る
そ
れ
が

雛

☆
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
作
る
嬉
し
さ

小倉啓子さん

ん
な
に
い
わ
れ
る
ん
で
す
よ
。
何
事
も

勉
強
で
し
て
…
：
．
。
（
笑
）
阿
部
さ
ん

は
道
長
役
に
ピ
ッ
タ
シ
の
感
じ
で
す
ね

夏
目
割
と
シ
ラ
ッ
と
も
の
を
い
う
し

ね
。
（
笑
）

小
倉
で
も
御
本
人
は
紫
の
弟
の
役
が

や
り
た
い
、
や
り
た
い
っ
て
。
（
笑
）

夏
目
と
か
く
他
人
の
花
は
赤
く
見
え

る
も
の
で
し
て
。
道
長
役
が
彼
の
地
か

否
か
と
さ
っ
き
か
ら
議
論
が
湧
い
て
い

た
と
こ
ろ
で
す
。

安
水
阿
部
ち
ゃ
ん
を
頭
に
お
い
て
書

い
た
ん
で
す
よ
。

近
衛
そ
れ
で
決
り
ま
し
た
。
作
者
の

お
墨
付
き
で
す
。
（
笑
）

４１
近衛真理さん夏目俊二さん
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す
ご
く
嬉
し
い
。

阿
部
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
古
典
の
よ

う
に
既
に
完
成
し
た
劇
じ
ゃ
な
く
て
、

こ
れ
か
ら
新
し
く
何
か
を
作
っ
て
行
こ

う
と
い
う
と
こ
ろ
へ
み
ん
な
が
気
持
ち

を
あ
わ
せ
て
い
か
な
い
と
ね
。

近
衛
私
は
六
年
ほ
ど
舞
台
に
は
ブ
ラ

ン
ク
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
み

な
さ
ん
の
キ
ャ
リ
ア
を
聞
い
て
、
い
い

の
か
な
あ
っ
て
考
え
込
み
ま
し
た
ね
。

だ
っ
て
、
演
劇
の
方
の
役
作
り
の
方
法

が
よ
く
わ
か
ら
な
い
し
、
自
分
の
イ
メ

ー
ジ
を
ど
こ
ま
で
押
し
て
い
い
の
か
、

ど
の
へ
ん
で
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
つ
く
れ

ば
い
い
の
か
、
目
安
が
立
た
な
く
て
。

そ
の
点
、
宝
塚
は
立
ち
稽
古
が
長
い
か

ら
、
そ
の
問
に
徐
々
に
発
酵
し
て
く
る

ん
で
す
が
、
今
度
は
そ
う
も
い
か
な
い
。

だ
か
ら
、
ま
っ
た
く
新
し
い
気
持
ち
で

や
っ
て
ま
す
。
今
度
の
私
の
役
は
紫
と

は
女
と
し
て
裏
表
、
陰
と
陽
の
関
係
だ

か
ら
そ
の
部
分
が
は
っ
き
り
す
れ
ば
面

白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
自
分
な
り
に
工

夫
し
て
み
て
る
ん
で
す
。

小
倉
私
も
死
ぬ
思
い
。
（
笑
）
で
も

近
衛
さ
ん
２
稽
古
ぷ
り
を
見
て
る
と
、

猛
烈
に
触
発
さ
れ
る
ん
で
す
。
今
、
い

い
先
輩
に
飢
え
て
い
ま
す
か
ら
。

阿
部
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら

い
た
い
で
す
ね
。
で
も
、
み
な
さ
ん
、

温
か
で
感
謝
し
て
ま
す
。
初
め
は
、
ど

ん
な
冷
た
い
眼
で
迎
え
ら
れ
る
か
と
…

…
。
（
笑
）
邪
魔
な
奴
が
来
た
な
あ
と

思
わ
れ
な
い
か
と
．
…
：
。
（
笑
）

夏
目
阿
部
さ
ん
と
し
て
は
本
業
の
歌

よ
り
も
む
し
ろ
、
し
や
く
る
と
か
動
く

と
か
踊
る
と
か
、
い
わ
ば
専
門
外
の
発

見
に
興
味
が
あ
る
の
で
は
…
…
。

阿
部
好
き
だ
し
、
楽
し
い
で
す
ね
。

小
倉
そ
れ
、
と
て
も
怖
い
で
す
よ
。

私
た
ち
、
自
分
の
畑
外
で
仕
事
を
す
る

と
、
無
駄
に
突
っ
張
っ
た
り
、
緊
張
し

た
り
し
て
し
ま
う
ん
だ
け
ど
、
肩
の
力

を
抜
い
て
、
サ
ラ
ッ
と
入
っ
て
来
ら
れ

る
と
怖
い
で
す
ね
。
（
笑
）
本
当
に
、

マ
ケ
ソ
ー
と
い
う
感
じ
で
。
（
笑
）

阿
部
オ
ペ
ラ
な
ん
か
と
は
ず
い
ぶ
ん

違
い
ま
す
ね
。
僕
ら
は
楽
譜
を
読
む
と

こ
ろ
か
ら
始
め
る
ん
で
す
ね
。
言
葉
の

一
三
ア
ン
ス
と
か
、
言
葉
の
力
と
か
は

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

な
る
。
音
の
な
か
で
少
し
づ
つ
言
葉
を

育
て
て
行
く
み
た
い
な
ね
。
今
度
は
反

対
に
ま
ず
言
葉
が
バ
ー
ツ
と
出
て
来
る

圧
倒
さ
れ
ま
す
よ
。

夏
目
歌
詞
の
力
点
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
の

力
点
と
が
違
う
と
い
う
阿
部
さ
ん
か
ら

の
指
摘
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
こ
ら

へ
ん
が
譜
面
だ
け
で
は
僕
ら
に
は
よ
く

呑
み
こ
め
な
い
。
そ
れ
が
音
を
聞
い
て

成
程
そ
う
か
と
ハ
ツ
と
す
る
。

阿
部
さ
ん
の
方
は
台
詞
を
聞
い
て
ハ

ッ
ト
す
る
両
方
で
、
お
互
い
に
ハ
ツ
、

ハ
ツ
と
し
あ
う
わ
け
で
。
（
笑
）
一
つ

の
音
、
一
つ
の
言
葉
を
違
っ
た
ア
ン
グ

ル
か
ら
射
つ
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
が
と
て

も
新
鮮
で
す
。

小
倉
安
水
先
生
の
詩
は
凍
っ
た
音
楽

と
い
う
か
、
そ
ん
な
音
楽
的
な
響
き
を

豊
か
に
持
っ
て
ら
っ
し
や
る
ん
で
す
ね

そ
の
響
き
を
作
曲
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で

嘘
過
し
て
、
も
う
一
度
、
歌
と
い
う
形

で
私
た
ち
が
再
創
造
す
る
。
そ
の
と
き

も
と
の
透
明
な
響
き
を
正
確
に
伝
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
か
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
が
心

配
で
す
ね
。
ま
し
て
相
手
は
紫
式
部
と

い
う
巨
大
な
イ
メ
ー
ジ
だ
し
、
お
客
の

方
は
そ
れ
ぞ
れ
像
を
持
っ
て
ら
っ
し
や

る
し
…
…
。

安
水
紫
式
部
に
は
「
源
氏
」
が
あ
る

し
、
日
記
は
あ
る
し
、
文
献
や
研
究
書

も
家
が
つ
ぶ
れ
る
ほ
ど
あ
る
で
し
ょ
う

「
源
氏
」
と
な
る
と
さ
ら
に
圧
倒
的
な

感
じ
。
学
校
で
も
「
源
氏
」
の
一
節
に

一
時
間
も
か
か
っ
た
り
で
。
だ
け
ど
、

肉
体
が
な
い
わ
け
で
す
ね
。
読
者
が
め

い
め
い
勝
手
に
想
像
す
る
わ
け
で
す
。

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
は
紫
チ
ャ
ン
が

肉
体
を
も
っ
て
現
れ
て
く
る
と
い
う
こ

と
ね
。
そ
れ
が
根
本
で
、
す
べ
て
で
す
。

血
管
の
中
を
情
欲
や
罪
悪
や
、
詩
や
、

歌
謡
曲
や
、
浪
花
節
や
、
美
容
体
操
や

そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
も
の
が
音
立
っ
て

流
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
普
通
の
生
き
て

い
る
肉
の
塊
り
の
紫
。
括
孤
つ
き
の
紫

式
部
な
ん
か
怖
く
な
い
。
肉
体
を
も
っ

た
紫
チ
ャ
ン
が
出
て
来
ま
す
よ
、
そ
れ

を
見
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
感
じ
な
ん
で

す
ね
。
だ
か
ら
、
紫
式
部
な
ん
か
怖
く

☆
肉
体
を
も
っ
た
紫
チ
ャ
ン
に

１
６２
１
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安
水
そ
し
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
泡

立
つ
シ
ャ
ン
ペ
ン
で
す
ね
。

な
い
と
い
う
テ
ー
マ
は
言
葉
で
は
出
て

来
な
い
わ
け
で
す
ね
。
全
体
通
し
て
み

て
、
な
っ
と
く
、
と
い
う
こ
と
な
ん
で

す
ね
。
要
は
紫
チ
ャ
ン
の
肉
体
の
あ
り

よ
う
に
関
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

小
倉
源
氏
物
語
の
作
者
は
紫
式
部
一

人
で
は
な
い
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
ね

で
も
私
は
あ
れ
だ
け
巨
大
な
作
品
を
書

き
切
る
こ
と
に
耐
え
た
一
人
の
女
の
、

業
と
い
っ
て
も
い
い
執
念
に
感
動
し
ま

す
。
そ
れ
を
、
な
ん
か
女
の
一
生
と
い

っ
て
し
ま
う
と
、
折
角
の
イ
メ
ー
ジ
が

平
た
く
ち
ぢ
こ
ま
っ
て
し
ま
う
ん
だ
け

ど
、
一
人
の
女
の
生
き
ざ
ま
と
い
う
こ

と
が
よ
く
書
か
れ
て
い
て
紫
式
部
の
孤

独
と
か
、
我
執
と
か
、
教
育
マ
マ
性
と

か
夢
み
る
少
女
性
と
か
、
裏
口
取
引
ス

タ
イ
ル
と
か
、
井
戸
端
会
議
風
と
か
ひ

っ
く
る
め
て
、
す
べ
て
女
が
も
っ
て
い

る
哀
し
さ
、
そ
の
部
分
に
賭
け
て
み
た

い
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
照
準
を
決
め

て
や
っ
と
私
な
り
に
紫
式
部
は
怖
く
な

く
な
り
か
け
て
る
ん
で
す
け
ど
、
で
も

や
っ
ぱ
り
、
こ
の
人
、
凄
く
怖
い
。
（
笑
）

だ
か
ら
、
今
度
は
あ
ん
ま
り
一
一
枚
目
風

ヒ
ロ
イ
ン
で
は
な
く
（
笑
）
リ
ア
ル
に

迫
っ
て
み
よ
う
か
と
。
（
笑
）

安
水
「
今
昔
物
語
」
の
な
か
か
ら
も

幾
つ
か
話
を
と
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

「
源
氏
」
の
世
界
は
上
の
世
界
、
光
の

世
界
で
し
ょ
う
。
「
今
昔
」
の
世
界
は

視
点
か
ら
い
っ
て
下
の
世
界
で
ね
、
盗

賊
や
放
免
の
た
く
さ
ん
出
て
来
る
闇
の

世
界
で
す
ね
。
紫
式
部
は
そ
の
接
点
に

い
る
わ
け
で
ね
。
そ
の
三
つ
の
世
界
が

三
角
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
が
そ
の
ま
ま
現
代
を
構
築
し
て
い
る

ん
で
す
。
だ
か
ら
王
朝
の
姿
を
借
り
て

も
、
紫
の
肉
体
は
あ
く
ま
で
も
現
代
の

肉
体
で
す
。

阿
部
僕
は
オ
ペ
ラ
を
や
っ
て
い
る
関

係
上
、
常
に
音
楽
優
先
で
考
え
る
け
れ

ど
、
お
客
が
観
に
来
て
い
る
の
は
い
つ

も
ド
ラ
マ
だ
し
、
自
分
で
も
い
つ
も
ド

ラ
マ
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
の
方

が
強
い
ん
で
す
ね
。

夏
目
そ
の
場
合
．
一
番
受
け
入
れ
ら

れ
や
す
い
部
分
か
ら
攻
め
て
行
っ
て
最

終
的
に
そ
れ
が
ド
ラ
マ
で
あ
っ
た
と
納

得
し
て
貰
え
る
よ
う
で
あ
り
た
い
で
す

ね
。阿

部
「
屋
根
の
上
の
バ
イ
オ
リ
ン
弾

き
」
の
サ
ン
ラ
イ
ズ
・
サ
ン
セ
ッ
ト
と

か
、
「
ポ
ギ
ー
と
ベ
ス
」
の
サ
マ
ー
タ

イ
ム
と
か
、
耳
に
馴
染
み
や
す
い
、
つ

い
口
ず
さ
み
た
く
な
る
よ
う
な
、
そ
ん

な
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
要
り
ま
す
ね
。
「
さ

わ
り
」
と
い
っ
て
も
い
い
。

小
倉
音
に
酔
う
楽
し
み
と
い
う
こ
と

が
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。

夏
目
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
ど
っ

ぷ
り
音
楽
の
中
に
身
を
浸
す
こ
と
。
音

楽
を
自
分
の
身
体
の
な
か
に
た
た
き
こ

ん
で
始
め
て
お
客
を
酔
わ
す
こ
と
が
出

来
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
シ
ャ
ン
。
ヘ
ン
・

グ
ラ
ス
で
す
よ
、
役
者
は
。

☆
音
に
酔
う
楽
し
み

オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

紫
武
部
な
ん
か
怖
く
な
い

（
ス
ク
ヂ
ツ
フ
）

作
安
水
稔
和

演
出
美
術
夏
目
俊
一
一

音
楽
前
田
繁
実

照
明
林
史
郎

効
果
片
桐
要

振
付
上
月
倫
子

上
甲
裕
久

藤
間
緑
寿
郎

吉
田
富
美
子

舞
台
監
督
井
崎
雄

演
奏
グ
リ
ー
ン
ア
ン
サ
ム
ブ
ル

合
唱
コ
ー
ロ
・
ポ
ル
テ
ー
ー
ォ

バ
レ
エ
上
月
倫
子
バ
レ
エ
研
究
所

（
キ
ャ
ス
ト
）

紫
式
部
小
倉
啓
子

袴
垂
の
女
近
衛
真
理

宣
孝
蕊
の
夫
）
榊
原
大
介

惟
規
（
紫
の
弟
）
松
岡
直
樹

為
時
蕊
の
父
）
大
川
き
よ
し

斉
信
（
求
婚
者
）
浜
田
義
則

実
成
（
求
婚
者
）
佐
藤
圭

死
上
甲
裕
久

藤
原
倫
子
瀬
戸
圭

賢
子
蕊
の
娘
）
馬
場
利
恵

袴
垂
の
娘
宮
野
洋
美

中
宮
彰
子
三
宅
郁
子

小
兵
部
笹
倉
紀
久
子

（
上
月
バ
レ
己

靭
負
吉
田
富
美
子

弁
内
待
荒
本
雅
子

小
少
将
神
奈
吾
衣

関
白
道
長
阿
部
望

（
関
西
オ
ペ
ラ
）

盗
賊
理
儒
垂
松
本
幸
三

（
一
一
期
会
）

Ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
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″
見
本
市
都
市
″

昭
和
五
十
一
年
一
一
月
、
英
国
中
央
部
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
で
、

「
国
立
見
本
市
会
場
」
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
エ
キ
ヒ
ビ
シ
ョ
ン
・
セ

ン
タ
ー
）
が
完
成
し
た
。

約
三
年
前
、
着
工
に
際
し
、
当
時
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ヒ
ー
ス
首

相
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
約
三
十
年
に
わ
た
っ
て
、
英
国

製
品
展
示
の
た
め
の
近
代
的
セ
ン
タ
ー
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
き

た
。
．
し
か
し
、
建
設
着
手
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。
が
、

三
年
前
、
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
諸
州
の
人
び
と
の
努
力
で
、
い
よ
い
よ

セ
ン
タ
ー
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
国
立
見
本
市
会
場
は
、
国
内
ば
か
り
か
国
際
的
に
も
大
き

な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
、
英
国
の
工
業
・
輸

出
産
業
の
集
中
し
て
い
る
西
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
地
方
に
設
立
さ
れ
る

わ
け
は
、
主
要
鉄
道
網
や
高
速
道
路
、
空
港
な
ど
に
直
結
し
て
い

て
、
全
世
界
の
出
展
者
や
バ
イ
ヤ
ー
が
た
や
す
く
こ
の
セ
ン
タ
ー

に
来
場
で
き
る
利
点
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。

い
よ
い
よ
、
わ
れ
わ
れ
は
、
英
国
で
最
高
に
誇
り
得
る
見
本
市

セ
ン
タ
ー
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
セ
ン
タ

ー
が
、
わ
が
国
の
輪
出
力
増
大
に
果
た
す
役
割
は
大
変
な
も
の
と

な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
今
日
に
い
た
る
ま
で
Ｅ
Ｅ
Ｃ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

経
済
共
同
機
構
）
の
各
国
で
は
、
わ
が
国
よ
り
も
は
る
か
に
優
れ

胎
動
す
る

●
メ
ッ
セ
・
レ
ポ
ー
ト
興
八
５
Ｖ
彰

’
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メトロポールホテル た
見
本
市
会
場
を
持
っ
て
、
世
界
各
国
か
ら
多
数
の
バ
イ
ヤ
ー
を

引
き
つ
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
の
動
き
は
、
見
本
市
を
テ
コ
と

し
て
発
展
し
て
き
た
と
い
え
る
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
る
と
、
わ
れ
わ
れ
も
他
国
に
劣
ら
ぬ

規
模
で
、
見
本
市
を
開
催
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
わ
け
で
、
わ

が
国
の
産
業
・
経
済
、
ひ
い
て
は
、
国
民
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
は

は
か
り
し
れ
な
い
も
の
と
予
測
さ
れ
る
」
と
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
エ
キ
ヒ
ピ
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）
は
、

国
内
国
際
的
展
示
及
び
会
議
場
と
し
て
本
年
一
一
月
、
エ
リ
ザ
ベ
ス

女
王
臨
席
の
も
と
に
落
成
式
を
催
し
た
。
経
営
に
つ
い
て
は
、
、
ハ

ー
ミ
ン
ガ
ム
市
と
同
市
商
工
会
議
所
に
委
ね
ら
れ
た
。
こ
の
会
場

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
大
規
模
、
最
新
設
計
の
施
設
で
あ
っ
て
、

す
で
に
予
約
使
用
が
一
か
年
先
ま
で
申
し
込
ま
れ
て
い
る
と
い
わ

れ
る
。敷

地
面
積
は
、
一
二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
会
議
場
、
ホ
テ
ル
、

広
場
、
展
示
ホ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
会
議
場
は
、
国
際
的

規
模
の
会
誌
に
使
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、

国
際
見
本
市
開
催
の
と
き
は
、
そ
れ
に
伴
う
会
議
、
専
門
別
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
で
、
会
議
場
付
帯

の
意
義
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
経
済
情
報
、
文

化
情
報
交
流
の
場
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
大
会
議
場
は
一
、

六
○
○
人
、
普
通
ホ
ー
ル
は
四
○
○
人
、
小
ホ
ー
ル
は
一
六
○
人

収
容
が
可
能
で
、
こ
の
会
議
ホ
ー
ル
は
さ
ら
に
、
各
出
入
口
に
仕

分
け
て
小
ル
ー
ム
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
映
画
も
写
せ
る

セ
ミ
ナ
ー
室
は
一
一
○
○
人
も
収
容
で
き
る
。
見
本
市
に
つ
き
も
の

の
パ
ー
テ
ィ
は
、
二
、
○
○
○
人
収
容
の
会
場
が
あ
り
、
宴
会
場

と
し
て
は
、
一
、
二
○
○
人
さ
ら
に
、
小
部
屋
と
し
て
、
一
一
○
人

か
ら
三
○
○
人
を
取
り
扱
い
う
る
宴
会
場
が
あ
る
。

森
を
背
景
に
、
人
工
の
湖
の
傍
ら
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
敷
地

内
に
ホ
テ
ル
が
二
軒
あ
る
。
高
級
な
．
ハ
ー
ミ
ン
ガ
ム

・
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
・
ホ
テ
ル
は
一
、
○
○
○
人
収
容

ル
で
き
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
向
き
の
ワ
ー
ゥ
ィ
ッ
ク
・
ホ

ー
ナホ
テ
ル
は
四
○
○
名
収
容
で
き
る
。

ル

展
示
会
場
は
、
中
央
広
場
の
周
囲
に
第
一
Ｉ
第
五
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Ｌ

バーミンガムへ

１
６５
１

園青貝本市会場（ＮＥＣ）施設概念図（英・バーミンガム）

、
、
、

､し

ホ
ー
ル
が
配
置
さ
れ
、
中
央
ホ
ー
ル
に
あ
ら
ゆ
る
セ

ン
タ
ー
が
設
け
ら
れ
、
各
ホ
ー
ル
に
は
、
レ
ス
ト
ラ

ン
と
バ
ー
が
あ
る
。
な
お
、
各
展
示
ホ
ー
ル
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
ホ
ー
ル
マ
ス
タ
ー
が
い
て
、
技
術
面
で
主

催
者
を
助
け
監
督
役
を
果
た
し
て
い
る
。
大
規
模
な

見
本
市
で
は
、
ホ
ー
ル
間
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
取
り
除

き
広
大
な
展
示
場
と
な
る
。

第
六
ホ
ー
ル
だ
け
が
、
他
の
展
示
ホ
ー
ル
か
ら
離

れ
て
い
て
小
規
模
な
特
別
展
示
用
と
さ
れ
て
い
る
。

搬
出
入
は
、
各
ホ
ー
ル
の
周
囲
に
適
切
な
設
備
が

あ
っ
て
、
ト
ラ
ッ
ク
と
自
家
用
車
と
歩
行
者
の
完
全

分
離
が
図
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
、
安
全
性
確
保
の

た
め
の
安
全
管
理
者
が
必
要
個
所
に
配
置
さ
れ
て
い

る
。中

央
ホ
ー
ル
に
す
べ
て
の
機
能
を
集
中
し
て
、
そ

の
周
囲
に
展
示
場
を
配
置
す
る
の
は
、
最
近
の
新
し

い
見
本
市
会
場
の
新
し
い
タ
イ
プ
と
い
え
る
。

各
展
示
ホ
ー
ル
の
展
示
可
能
総
面
積
は
、
九
二

七
○
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
う
ち
事
務
室
面
積
は
合
計

一
七
五
○
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
各
号
館
別
に
み

る
と
、
一
号
ホ
ー
ル
は
、
展
示
面
積
が
一
四
一
一
七
○

平
方
メ
ー
ト
ル
で
天
井
高
が
一
六
・
七
メ
ー
ト
ル
。

二
号
ホ
ー
ル
は
、
一
一
七
五
○
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

天
井
高
一
一
・
七
メ
ー
ト
ル
。
三
号
ホ
ー
ル
は
、
一

○
七
七
五
平
方
メ
ー
ト
ル
と
八
○
六
○
平
方
メ
ー
ト

ル
に
分
れ
て
い
る
。
天
井
高
は
一
一
・
七
メ
ー
ト

ル
。
四
号
ホ
ー
ル
は
、
一
七
○
二
五
平
方
メ
ー
ト
ル

で
、
天
井
高
一
一
・
七
メ
ー
ト
ル
。
五
号
ホ
ー
ル

は
、
一
一
五
三
○
○
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
天
井
高
一
六

・
七
メ
ー
ト
ル
。
六
号
ホ
ー
ル
は
、
三
九
九
○
平
方

メ
ー
ト
ル
で
、
天
井
高
六
・
八
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

（
つ
づ
く
）
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米ウェディングケーキご婚礼お引出菓子予約承ります

‐
約承り議す」

本社
ＴＥＬ・
山手店

ングケーキご婚礼お引出菓子予

感
薮
》

で
ん
わ
“
剛
’
三
七
七
一

弧
’
○
六
三
四

弧
’
○
六
三
五

三三" 三膜つ

神戸市灘区記田町１－２
( 0 7 8）８５１－２４４０（代）
三宮店熊内店宝塚店

営業品目〉
●高級服に……･ ･ …･ スペシャルクリーーング
●ゆきとどいた…スタンダードクリーニング
●雨・シミをはじく……………リペールカロエ
●ぬれない. 汚れない…スコッチガード加工
●消えない折目ブレス…工バークリース加工
●出張サービス……カーペットクリーニング
●毛皮, 皮革･ キモノ類…高水準クリーニング

北欧の銘桑

ユーハイム･ コンフェクト
団本社･工場･熊内店神戸市葺合区熊内町1‐Ｂ(『産冒術随東鋤洞ﾖｰ.22 1 1 1 6 4
厘三宮センター店･さんちか店･大丸･そごう･阪急･三越･神戸デパート･元町店
■ ■』
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